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のから整理すると，武道実施者では「快活な  

社会性因子」，「意志性因子」，「行動を伴う意  

志性因子」，「情緒性因子」，「活動的因子」，  

「身体的因子」，「日本的社会性国子」が，非実  

施者では「日本的社会性を持つ好戦的因子」，  

「意志性凶子」，「外的な社会性因子」，「きま  

じめな社会性因子」，「身体的因子」，「行動を  

伴う社会性因子」が抽出され，武道実施者は  

武道のイメージとして快活な社会性や意志の  

強さを，非実施者は日本的社会性を持つ好戦  

的な感じや意志の強さを，それぞれ武道のイ  

メージとして持つことがわかった，と結論し  

ている。   

本研究と同様に，大学における正課体育と  

して武道系種目を受講している学生を対象と  

した例では，剣道受講生の剣道に対するイ  

メージを扱った木原ら（1978），田島ら  

（1990．1991，1992）の研究，柔道受講生の柔  

道に対するイメージを扱った小俣ら（1993）の  

研究がある。これらの研究も，SD法もしく  

は園子分析的手法を用いて武道系種目のイ  

メージを明らかにしており，これらの手法が  

イメージ研究によく用いられてきたことがわ  

かる。   

ところで，上述のような数量的手法によっ  

てイメージを把握することも可能であるが，  

授業の感想文などには武道の印象が学生自身  

の言乗でいきいきと記述されており，注目に  

値する。「初めは00と感じていたが，取り  

組むうちに00に変わった」というような，  

学生自身から出てきた言葉は時に本質を突い  

ている。筆者らはそれに着眼し，そのような  

データを活用して学生の変化を理解する簡易   

1H 問題と目的  

共通体育では．希望者が集中する人気種目  

が存在する呵方で，武道系種目は例年不人気  

縄目であるn 人気の理由は宵定的イメージで  

あり∴迦に不人気の矧圭＝まおそらく種目に対  

する否定的イメージであろう。，それらのイ  

メージは，授業での体験を適して変化しうる  

ものなのか．それとも不変のものなのか。   

武道に対するイメージに関しては，既に多  

くの知見が提示されている。花田（1987）は，  

大学生の武道に対するイメージを22の形容詞  

対を用いたSD法（Semantic Differential  

Me血od）によって検討し，柔道，剣道，すも  

う，空手，弓道の各種目の相遥を明らかにし  

た。「柔道」は「男らしく，激しく，大きくて  

重く，たくましいが痛い」種目，「剣道」は「速  

くて機敏な」機日，「すもう」は柔道とよく似  

ており「男らしく，激しく，大きくて重く，  

たくましい種目であるが，柔道に比べて激し  

く，痛いという反応は少ない」種目，「空手」  

は「男らしく，たくましく，速くて機敏であ  

るが，硬くて痛いうえに危険で恐ろしい」種  

目，「弓道」は他の種目と全く異なり「静かで  

美しい」種目，と，分析の結果をまとめてい  

る。また，加賀（1993）は大学生の武道実施者  

（武道系クラブに所属している者）と非実施者  

を対象として同一の質問紙調査を行い，それ  

ぞれの結果を国子分析してイメージ構成因子  

の適いを検討した。因子を貢献度の大きなも  
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2－4 データ処理   

調査時異について因子分析を行い，共通性  

または因子負荷量が低い項目を削除してから  

因子の解釈およびクロンバックのα係数によ  

る内的整合性の検討を行った。   

3．結果  

主因子法，バリマ、ソクス回転による国子分  

析の結果およびα係数を．衰2に示したL 

得られた7つの因子について，共通性また  

は因子負荷量が低い（0．4未満）の項目を除い  

て因子の解釈を行い，それぞれに因子名を付  

した。   

因子Ⅰは，「礼節」，「厳しさ」，「伝統的」，  

「精神性」，「かっこいい」といった∴格調や品  

位の高さをイメージさせる項月で構成されて  

いることから，「品格」匝I子とした。   

因子‡は，「摘潔」，「美しい」，「静かさ」，  

「すがすがしさ」，「明るさ」，といった，さわ  

やかな落ち着きをイメージさせる項目と，マ  

イナスの負荷塵を持つ「危険」すなわち「安全」  

をイメージさせる項目で構成されていること  

から，「爽快安心」因子とした。   

因子Ⅲは，「楽しさ」，「親しみやすさ」，  

「おもしろさ」，「明るさ」，「活動的」といった  

動きをともなう快さとわかりやすさをイメー  

ジさせる項目で構成されていることから，  

「明快」因子とした。   

国子Ⅳは，「力強さ」，「いさぎよさ」，「活  

動的」，「豪快さ」といった，躍動的な力強さ  

をイメージさせる項目で構成されていること  

から，「動的」因子とした。   

因子Ⅴは，「難しさ」，「禎推さ」といった，  

たやすく理解できないことをイメージさせる  

項目で構成されていることから，「難解」因子  

とした。   

因子Ⅵは，「苦痛に満ちている」，「危険だ」  

といった，痛みや苦しみをイメージさせる項  

目で構成されていることから，「苦痛」因子と  

した。   

な方法を開発しようと考えた。そこで，授業  

の感想文にみられる学生の記述を基に「武道  

に対するイメージ」についての簡単な質問紙  

を作成し，共通体育の授業を適して武道に対  

するイメージが変化するか否かを検討しよう  

という発想に至った。本報告では，研究全体  

の一部として，「共通体育受講生の武道に対  

するイメージの構造」を，因子分析の結果に  

基づいて提示する。   

2．方法   

2－1対象   

平成17年度筑波大学共通科目「体育」（必修  

科目・通年実技）において武道系種目を受講  

した学生を調査の対象とし，協力を得られた  

281名（柔道77名，剣道137名，弓道37名，空  

手30名）のデータを分析の対象とした．〕  

2－2 調査内容   

平成16年度以前の武道系種目受講生による  

授業の感想文から，武道に対する印象変化が  

語られている部分を抜粋し，他の種巨＝ニも適  

用できる表現に改め，表1に示す30項目を7  

段階（「全然感じない」から「非常に感じる」ま  

でを－3・－2・－1・0・＋1・＋2・＋3とし  

た）で評価させる質問紙を作成した。  

衷1 質問項目  

t■ 腑蜘一】て」7ニと感しる  

T」碓派だと始をじろ  

H ウニしさを感じろ  
り 附加二満J㌧ていて）ヒ感Lろ  
り 柁雑／ごと感じろ  
1清雄ささむ感じる  
ごl厳しさ宣・煉Lろ  
J？L鉦～・lかJろと感！¶ろ  
l保こ‘；神‘」たと感J二  
言 閉ろさを感Lる  
h 半■－榊軒l一かせ－るセ鰻しろ  
7 おもし′∵さ宣・感Lぺ．  

パ 力強さを感し1  
Llいさざ上さな感工て  
り ゴ」／二やかさを感じろ  
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2－3 手続き   

平成17年度1学期の最終授業で質問紙を配  

布し，回答後すぐに回収した。  
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衷2 因子分析の結果  

1l IⅡ  IV  V  ＼／工  VII  

因子Ⅰ：品格（α＝．73）  

ネL節があると感じる。  

厳しさを感じる＝  

伝統的だと感じる。  

※ 奥盲果さを感じる‖  

精神一性があると感じる。  

かっこよさを感じる。  

※1甘派だと感じる、  

※ ■1－●さをi感じるL  

因子Ⅱ：爽快安心（α＝．52）  

清潔さを感じる‖  

美しさを感じる11  

静かさを感じる。）  

すがすがしさを感じる〔）  

※ おだやかさを！感じる」  

※ 神秘「仰ごと感じな  

因子Ⅲ：明快（α＝．77）  

楽しさを感じる。  

親しみやすさを感じる。  

おもしろさを感じる。  

I明るさを感じる。  

因子Ⅳ：動的（α＝．70）  

力強さを感じるぐ．  

いさぎょさを感じる。  

括軌的だと感じる【〕  

濠快さを感じる。 

因子Ⅴ：難解（α＝．57）  

難しさを感じるu  

複雑だと感じる。  

※ 撤しさを感じる【  

因子Ⅵ：苦痛（α＝．56）  

※ 保11i：的だと感じるり  
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一  

許痛に満ちていると感じる。 －0．05 －0．13 －0．08  0．04  

♯リ．廿州モ」だと感じる 

危険だと感じる。  

因子Ⅶ：日本の伝統（α＝．65）  

日本的だと感じる。  

0．U9  山0．02＋－0．0と‡  0．10  

0．02  －0．41  0．02  －0．11  

0．28  0．12  0．08  0．12  0．07  0．05  0．66  0．55  

寄与率（％）10．05  9．32  8．38  6．33  5．19  5．18  3．43  

輿積寄与率（％）10．05 19．37 27．75 34．08 39．28 44．46 47．89  

共通性または因子負荷畳が低い項目（※の項目：両者とも0．4未満）を除き、因子解釈とαの算出をおこなった。  
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ゎ   
4■まとめ  

成されていることから，「日本の伝統」国子と  本報告では，共通体育受講者の武道に対す  

した。  るイメージを明らかにするための基礎資料と  

以上の結果を受けて，因子ごとに項目を整  して「共通体育受講生の武道に対するイメ一  

理し，各項目の平均値と標準偏差（種目別）を  ジの構造」を園子分析によって検討した。因  

表3に示した。  子分析の結果，「品格」，「爽快安心」，「明  

また，各因子についてα係数を算出した結  快」，「動的」，「難解」，「苦痛」，「日本の伝  

来，「品格」因子（因子Ⅰ），「明快」因子（因子  統」の7因子が得られた。今後は以下の課題  

Ⅲ），「動的」因子（因子Ⅳ），「日本の伝統」因  について，検討していく予定である。  

子（国子Ⅶ）については0．6以上という比較的  課題1：柔道，剣道，弓道，空手の受講  

高い値が得られたが．それ以外の因子では  生における武道に対するイメー  

0．52～0．57であった。  ジの差異  

課題2：武道系種目の通年履修が武道に  

対するイメMジの変化に及ぼす  

影響  

衷3 各因子を構成する項目の平均値と標準偏差（種目別）  

弓道（N＝39）   空手（Nニ：川）  剣道（N二‖0）  柔道（N＝7H）  合計（N＝287）  

因子名  因子を構成すろ境目   平均値博昭偏差 平均値標準偏差 平均値 標準偏童 平均的標準偏差 平均値標準偏差  

．†ム 格  礼節があると感じろ   2．－12  0．7（う  2．ご7  0．9H  2．5日  （）．Tl コ．56 （）．伸  2．5：う  0，75  
厳しさを感じる  Ⅰ．77  0．糾  1．H：1 1．1コ  コ．25  0．H5  2．26  0．り7  2．ト1  0．リ：i  
伝統的だと感じる  2．64  0．67 1．57  1∴捕  2．5日  （）．榊  2．川  0．H：う  2．・16  軋椚  
唄溌さを感じろ  2∴i3  0．洲  2，2：1 （川7  2．封  0．‡J5  2．5・1  圧70  2．48  0．柚  

糟神牲があると感じる 1．82  1．10  1．7：う   ト11  2．20  （）．UH l．榊う  1．川  2．り：i l．11  
かっこ上さを感じる   1．21 1．32 1，30  l．29 1．61 l．25 1．83   し1、1 l．58  1∴う3  
硬派だと感じる  l．28  1．3・1 l．2：う  1．52 l．51 l．36 1∴毒I l．67 1∴柑  1．・膵  
古さを感じろ  1．購  1．15  1．23  1．36 i．65  1．27 1．65  1．54 1．65  1∴捕  

捉快安心 消潔きを感じる  0．0＝  1．1日  n．1〕 1．55  0．36  1．65 一札55  1．76  0．04  l．69  
美しさを感じる  n．7∠1 1．5日  仇73  1．46  l．33  l．：う3  0，耶  1，7（） l，（旧  1．5：う  
静かさを感じる  1．り5  1．32 （）．7し】 1．62  〔I．冊  1．51 －0．22  1．削  り．5日  1．6り  

すがすがしさを感じる 用．10  1．47 （）．47  1．16  0．・19  1，40  0．一10  1．77  0．38  1．53  
おだやかさを感じる   Ⅷ．川  l．75 （）．17  1．G2  －0．22  l．53 －り．85  1．74  －n．34  1．65  
神秘的だと感じる  0∴う3  1．63  り．0り  1．64  0．37  1．62  0．04  l．目8  り．24  l．69  

明 快  楽Lさを感じる  0．29  1．66  0．27  1．62  0．01 1．55  0．6－1 1．59  0．2・i l．59  

親Lみやすさを感じろ  －0．67  l．46  札33  1．65  －0．18  1．66 －0．38  1．71 」）．46  1．64  
おもしろさを感じる   0．85  l．51 1．1：i l．11  0．64  1．ェ川 1．47  1∴噌  0．耶  1．45  
明ろさを感じろ  －0．92  l．35  －（）．27  1．3日  ー0．51 l．22 0．24  1．56 」t47  1∴う（う  

軌 的  力血さを感じる  l．82  りパ7  l．10  l．40 1．86  0．90  2．29  0．別  1．92  1．00  

いさぎよさを感じろ   1．51 l．23  1．27  1．11 1，48  1∴‖  1．82  1．・16  1．55  1∴摘  
活軌的だと感じろ  0．川  1．25 （）．6こう  l∴川 （）．71 1∴‖ l∴i7  1．刷  り．ボ7  1．1ご  
豪快さを感じる  0．67  l．▲17  0．甜  1．：う6  0．67  1．川 1．7：与  1．38  り．鋸  l∴1H  

難 解  難しさを感じる  l．5h l，27 l．13  1．Ⅲ 1．66  1，ト1 l．79  1．2・1 1．6：う  1．23  
根椎だと感じろ  0．87  1∴ミ2  0．6：う  1．51  0．6t） 1．－17 1．10  1．55  0．78  1．・拍  

激しさを感じる  0．77  l．63  1．07  1．ニう9  0．97  1．ご12  2．15   0，9二1 1．28  1∴‖  

苦 楢   保守的だと感じる  0．44  1．57  軋13   トIh O．61 1，58  0．14  1．S6  0．41 1．65  

背痛に満ちていると感じる －0．15  1．76  －0．TO l．3り “0．17  l．56 －0∴‖  1．76 1）．11 1．62  
男性的だと感じる  0．74  1．15  0．70  1∴う9  0．54  1．59  0．弛  1．76  0．69  l．60  
危険だと感じる  0．18  1，48  －0．17  1．62  －0，41 1．54  0．49  1．72 1）．06  1．63  

‖本山伝統 日本的だと感じる  2．33  1．ほ  1．77  1∴用  2．55  0．7日  2．56  0．80  2．14  0．95  
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